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お宅のブロック塀等を点検しました 
 

平成３０年６月１８日に大阪府北部を震源とした地震では、小学生等の通

行者がブロック塀の下敷きになるなどの事故が発生しました。 

それを受け、瑞穂市では通学路や歩道沿いにあるブロック塀の高さが 1.2

ｍを超える塀等を対象として、平成 30 年 8 月から現地での調査を行い、そ

の結果に基づき簡易点検を実施いたしました。 

 その結果、一部の点検項目においてブロック塀等が危険である可能性が確

認されましたのでお知らせいたします。 

 まずは「ブロック塀の点検のチェックポイント」（裏面参照）を参考に、自

己点検を実施していただきますとともに、詳細点検や必要となる措置等につ

いて、専門の業者等にご相談いただくなど、すみやかな対応をお願いいたし

ます。なお、ご不明点等がございましたら下記の連絡先までご相談ください。 

 すでに自己点検を実施し、必要な措置を行われている場合や、適切に管理

されている場合はご了承ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

※正しく施工されていないブロック塀等や、老朽化したブロック塀等は、地震時に倒壊 

して、通行人に危害を及ぼすおそれがあるだけでなく、避難・救援活動の妨げになる 

可能性がありますので、日ごろから所有者の責任による適切な管理が必要です。 

 

 

 

簡易点検の内容 

道路からの目視及び簡易計測により、以下の項目について点検しました。 

【点検項目】 
□１．塀の高さ 
□２．コンクリート基礎の有無   
□３．傾き・ひび割れの有無 
 

※ ☑は不適合が確認された項目 

（全般的な問い合わせ）瑞穂市 都市整備部 都市開発課    ℡０５８－３２７－２１０１ 

（技術的な問い合わせ）岐阜県 岐阜・西濃建築事務所    ℡０５８４－７３－１１１１ 




